
ノーマライゼーションかしわプラン２０２１ Ｒ３年度実績について（概要）

柱１ みんなで守り寄り添う共生のまちづくり

ネットワーク構築による包括的相談支援や権利擁護体制，情報提供の充実を図り，誰もが互いに人格と個性を尊重し，支え合える
共生のまちづくりを目指します。

資料２

包括的相談支援体制の構築施策１

取組１ 相談支援・マネジメント体制の充実

評価：○

身近な場所で気軽に相談できる体制の充実

• 障害者相談支援・コーディネート事業
• 地域生活支援拠点運営協議会の開催
• 柏市自立支援協議会相談支援部会の運

営支援

• 相談件数は概ね例年どおり
• 地域生活支援拠点運営協議会は趣旨を

より具体的な内容に見直し
• 柏市自立支援協議会相談支援部会は
Zoom活用により例年どおり開催

• 相談支援の質向上，体制の充実が必要
• 委託相談支援事業所によるスーパーバ

イズ(※)支援を検討
• 重層的支援体制整備事業の推進に向け，

委託相談支援事業所の機能強化が必要
• 災害時を含め，拠点の役割を検討
• 相談支援部会で人材育成指針作成予定

目標

事業

実績

課題

取組２福祉の総合相談窓口の設置

評価：○

「断らない」相談窓口の設置

• 教育福祉会館のリニューアルに伴う総
合相談支援事業

• 包括的支援体制の構築事業

• 福祉の総合相談窓口では幅広い層の相
談を属性にかかわらず受け止め

• 包括的支援体制について関係課と協議

• 多機関で協働して支援するため，総合
相談窓口としてのコーディネート能力
向上

• 包括的支援体制における各機関の特徴
を生かした役割分担

目標

事業

実績

課題

権利擁護体制の充実施策２

• 成年後見制度に係る中核機関設置及び
一次相談窓口運用開始

• 権利擁護や差別解消に係る会議を開催

• 一次相談窓口の周知強化
• 成年後見制度の報酬費利用促進に向け

た規則等の見直しを検討
• 関係機関と連携した対応強化，周知強

化

実績

課題

評価：○

• しおりはR3版発行時に大幅な見直し
• 手話通訳者・要約筆記者派遣件数は回

復傾向。特にワクチン接種で利用

• さらなる情報提供の充実を図るため，
新たな方法を検討

• 国や民間の意思疎通支援が普及する中，
選択できるような幅広い周知が必要

実績

課題

評価：○

重点

情報提供の充実施策３

(※)スーパーバイズとは，地域の相談支
援専門員や支援者が困った際に，一緒に
考え，正しい方向に導く支援方法。



柱２ みんなで支え安心して暮らせる共生のまちづくり

暮らしを支える基盤整備やサービスの充実，バリアフリー化や災害・感染症等の緊急時対応を図り，誰もが安心して暮らせる共生
のまちづくりを目指します。

取組１地域生活を支える場の充実

評価：△

地域生活支援拠点と連携した
地域ネットワークの充実

• 地域生活支援拠点運営協議会の開催
（再掲のため以下への記載省略）

• 包括的相談体制構築に向けた会議の開催

• 市内専門相談支援機関を一堂に集め，
連携強化に向けた協議等を実施

• 各相談支援機関が実施する既存の会議
体を整理し，市全体での会議の適正化
を進める

目標

事業

実績

課題

取組２ 高齢障害・重度障害に対応した居住環境の整備

評価：○

高齢障害者・重度障害者等に
対応した基盤整備

• 柏市立青和園の整備事業
• 共生型サービスの整備

• R4～民営化実施にあたり，関係条例
の改正及び民営化受託法人と協定締結

• 補助金を活用して既存の障害福祉サー
ビス事業所で高齢者等の受け入れを目
指すが実現には至らず

• 民営化にあたり，施設整備の準備や受
託法人との情報交換を行う

• 補助金活用例の公開や共生型サービス
の提供について促進

事業

実績

課題

暮らしを支えるサービスの充実施策２

• 訪問系サービスや日中活動系サービス
各種の利用実績は前年度並み

• 感染症対策を講じながら，自立生活を
促進するためのサービス提供が必要

• 生活介護は支給決定者増に伴い，通所
先の確保が必要

実績

課題

評価：○

• ヘルプマーク配布数の実績としては前
年度を上回るものも多いが，コロナ禍
の影響は見られる

• 感染防護用物資の備蓄を行ったが，感
染者発生を抑えることはできず

• コロナ禍に対応した施策の展開が必要
• 感染症拡大防止のため，感染防護に必

要な衛生物資の備蓄を進める

実績

課題

暮らしを支える基盤整備施策１

評価：○

重点

目標

安全・安心な生活環境の整備施策３



柱３ みんながその人らしく社会参加できる共生のまちづくり

障害者の就労や社会参加を推進するための支援強化や拠点の整備，共生意識の醸成により，誰もがその人らしく生き生きと社会参
加できる共生のまちづくりを目指します。

取組１就労支援体制の充実

評価：○

就労支援機関や雇用関連機関等との
連携による障害者雇用の促進

• 障害者就労・生活支援センター等との
連携による就労相談事業

• 就労希望の障害者及び在職中の障害者
が増加

• 長く安定して就労できる環境づくりの
ため，企業における理解促進に向けた
取組が課題

目標

事業

実績

課題

取組１多様な社会参加・交流の場の拡充

評価：○

• さまざまな方が社会参加できる機会を
創出

• 障害者団体の自主的な活動支援や居場
所づくり

• 障害者等社会参加・就労支援事業
• 障害者等社会参加コーディネート事業
• 福祉喫茶コーナーの運営
• 障害者活動センター運営事業

• 社会参加や就労支援に関する事業は概
ね計画どおりに実施

• 福祉喫茶及び活動センターの利用件数
は認知度向上に伴って伸びているもの
の，コロナ禍の影響が見られる

• 支援に難しさがある対象者が多いため，
支援スキルや支援方法の検討が必要

• 継続した利用や障害理解促進につなが
るような施策の検討が必要

事業

実績

課題

就労支援の強化施策１ 重点 拠点機能の整備による
社会参加活動・交流事業の推進

施策
２

目標

重点

• R3.12の障害者週間にあわせ，障害理
解・啓発イベントを実施

• 障害者支援ボランティア養成講座も計
画どおり開催

• コロナ禍でも効果的に共生意識の醸成
を図るイベントの検討が必要

• 受講者のボランティア活動に結び付け
ていくことが課題

実績

課題

評価：○

共生意識の醸成と
支え合いの地域づくりの推進

施策
３



柱４ みんなが健やかに成長できる共生のまちづくり

ライフステージに応じた切れ目のない支援と課題となっている医療・ケア体制の充実を図り，誰もが健やかに安心して成長できる
共生のまちづくりを目指します。

乳幼児期における支援の充実施策１

• 幼児検診時に全数面談実施や発達支援
事業所との連携により，早期発見や情
報共有に努めた

• 対象児童増加に伴い，保育所等訪問支
援のニーズ増加。

• 多様なニーズに対応できるよう，各事
業所のスキルアップが必要

• サポートファイルの普及と活用推進
• 訪問支援のやり方統一のため，ガイド

ラインの作成が必要

実績

課題

評価：△

• 就学前児や在学生への就学相談の充実
により，適切な就学の場を提供

• 特別支援教育に関する研修について，
一定のニーズが見られる

• 特別支援学級担任の専門性向上
• 各校に出向く巡回相談を併用し，研修

だけで終わらないような工夫

実績

課題

評価：○

学齢期における支援の充実施策２

取組１医療的ケア等の支援体制の充実

評価：○

医療的ケアを必要とする障害児者や重度の
肢体不自由児者とその家族が，地域で安心
して暮らせる支援体制を構築

• 柏市障害児等医療的ケア支援連絡会の
開催

• 喀痰吸引等の特定行為ができるホーム
ヘルパーの育成

• 医ケア児者の実数調査を実施し，課題
ごとのワーキングチームを設置

• 研修委託制度に代わり，研修受講料等
の一部を交付する補助制度を創設

• ①医ケアコーディネーターの人材育成，
②インクルーシブ教育，③卒業後の地
域生活の各課題について検討

• 補助制度を活用して登録喀痰吸引等事
業者数の増加を目指す

目標

事業

実績

課題

取組２精神障害にも対応した支援及び
医療サービス等の充実

評価：○

長期入院中の精神障害者の地域移行・
地域定着を支援体制を構築

• 柏市精神障害にも対応した地域包括ケ
アシステムの構築推進会議の開催

• 専門職による精神保健福祉に関する相
談支援

• 地域移行支援・地域定着支援の利用促進

• 各種会議体を概ね予定どおり実施
• 柏市の地域課題を抽出し，具体的な取

組を検討

• 柏市の実情に合った事業を展開し，地
域共生社会実現に向けた取組を目指す

• 地域移行・地域定着に向け，精神科病
院や指定相談支援事業所に対して，制
度の利用を促す

事業

実績

課題

医療・ケア体制の充実施策３ 重点

目標


